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はじめに
　タゴガエルRana tagoiは山地の伏流水や水のしみ出てくる場所に産卵し，山地ごとに隔離されているため，他のカエル類に比べて遺伝的に分化しやすいと予想される．この研究は九州各地のタゴガエルの分化を鳴き声の特徴に基づいて明らかにしようとするもので，九州両生爬虫類研究会のプロジェクトとして行った．今回はその第一報として，北部九州のタゴガエルの鳴き声についてまとめた． 

方法
　　録音場所その他のデータを図1と付表に示す．鳴き声の分析にはAvisoft SASLab Lightを用い，ソナグラム（横軸に時間，縦軸に周波数をとって描記）は比較的周波数の分解能が高いHammingウインドウで描記した．一般にタゴガエルの鳴き声は複数の音節（パルス群）からなり，最初の音節の先頭から最後の音節の末尾までの時間を鳴き声全長とした．音節長は1音節の先頭から末尾までの時間を指す．音節1個の鳴き声では音節長が鳴き声全長となり，この場合は鳴き声全長と表記した．優位周波数の測定は正確ではないが，ソナグラム上でもっとも濃度の濃い部分の周波数とした． カエルや昆虫などの発声する動物では，形態がよく似ていても鳴き声が違う種が多く知られ，逆にいえば鳴き声が違う場合は別の種である可能性が高い．このような意味で，鳴き声の比較研究はきわめて興味ある分野である．

結果
八女市星野村，篠栗町樹芸の森，古賀市清滝，英彦山豊前坊，添田町木浦，東峰村岩屋のタゴガエルの鳴き声は基本的に同一で，その鳴き声には音節数の違いから3タイプが区別できた．これらは鳴き声が比較的長い間隔で発しており，宣伝コールであることに問題はない．単独音（図2A）は音節1個のみの鳴き声で，鳴き声全長（この場合は音節長）は以下に記述する二連音，三連音の第1音節とほぼ同じである．音節には10個ほどのパルスが含まれ，パルス反復率は約70パルス?sである．優位周波数は0.7 kHz前後で，鳴き声のタイプにかかわりなく，ほぼ同一である．2 kHz以上の周波数域にバンドはほとんどみられない．

考察
Kuramoto (1980) はタゴガエルの鳴き声について，速く反復する多数のパルスからなり，全長は約0.2 s，優位周波数は約0.9 kHzと記載している．録音地点の記述はないが，福岡県宮若市犬鳴山のもので，そのソナグラムは本文に掲載している単独音と基本的に同じである．今回，福岡県の他の地域，また長崎県から宮崎県北部にいたる広い地域の鳴き声が収録されたが，五島の集団を除いてほとんど同じ構造の宣伝コールをもつことが明らかになった．
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